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一　
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

要
望
事
項

⑴　

総
合
評
価
方
式
の
適
用
案
件
に
つ
い
て
は
、
建
物
清
掃
業
務
、
警
備
・
受
付

業
務
に
加
え
て
、
設
備
管
理
も
含
め
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
す
べ
て
に
価
格
点

上
限
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
価
格
点
の
上
限
設
定
を
適
用
し
て
い
る
建
物
清
掃
及
び
警
備
・
受
付
以
外
の

業
務
に
つ
い
て
は
、
業
務
ご
と
の
上
限
設
定
の
必
要
性
や
配
点
バ
ラ
ン
ス
等
を

踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
所
管
部 
財
務
局
）

要
望
事
項

⑵　

政
策
的
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
品
質
確
保
（
Ｉ
Ｓ
０
９
０
０
１
）、
イ
ン
ス

ペ
ク
タ
ー
等
の
資
格
者
の
保
有
状
況
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
認
定
（
Ｉ

Ｓ
０
２
７
０
０
１
）、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
事
業
者
（「
国
等
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
等
の
排
出
の
削
減
に
配
慮
し
た
契
約
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
中

の
基
本
方
針
「
環
境
配
慮
契
約
」
に
「
建
築
物
の
維
持
管
理
に
係
る
契
約
」
と

し
て
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。）、
弊
協
会
加
盟
等
を
加
点
要

素
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
総
合
評
価
に
お
い
て
は
、
公
共
調
達
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
都
の
政
策
目

的
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
別
の
法
令
に
よ
り
公
共
調
達
の
落

札
者
決
定
に
当
た
り
考
慮
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
項
目
な
ど
を
政
策
的
評
価

項
目
と
し
て
お
り
、
ご
指
摘
の
あ
っ
た
項
目
の
う
ち
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
障

害
者
雇
用
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て
設
定
項
目
例
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
政
策
的
評
価
項
目
に
は
な
か
な
か
馴
染

み
に
く
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
各
案
件
の
履
行
に
当
た
り
資
格
要
件
と
す
る

こ
と
が
必
要
か
な
ど
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

要
望
事
項

⑶　

総
合
評
価
方
式
に
中
小
業
者
が
参
入
す
る
方
式
と
し
て
「
事
業
協
同
組
合
」

の
活
用
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
個
別
の
発
注
案
件
に
対
応
す
る
た
め
に
事

業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
の
は
、
期
間
や
経
費
等
を
要
す
る
な
ど
、
現
実
的
で

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
総
合
管
理
案
件
に
お
い
て
は
、
異
な
っ
た
業

態
の
業
者
の
協
同
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ 

Ｖ
で
の
入
札
参
加
に
つ
い
て

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
2
年
度 

東
京
都
所
有
の
建
築
物
の

維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
の
回
答

　
令
和
元
年
８
月
に
、
都
知
事
に
対
し
て
提
出
し
た
要
望
書
の
回
答
が
、
東
京
都
か
ら
都
議
会
各
会
派
を
通
じ
て
届
き
ま
し
た
の
で

報
告
い
た
し
ま
す
。
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■令和2年度  東京都所有の建築物の維持管理に関する要望の回答

都
の
対
応

　

東
京
都
で
は
、
原
則
と
し
て
、
建
物
清
掃
、
電
気
・
暖
冷
房
設
備
保
守
等
、

営
業
種
目
ご
と
に
分
離
分
割
発
注
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
規
模
が
小
さ
く
分
割

す
る
こ
と
で
合
理
性
が
損
な
わ
れ
る
等
の
理
由
の
あ
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
複

数
の
営
業
種
目
を
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
総
合
建
物
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
総
合
建
物
管
理
案
件
に
つ
い
て
は
、
競
争
性
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
履
行
上
の
問
題
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
必
要

に
応
じ
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

要
望
事
項 

⑷　

総
合
評
価
案
件
の
入
札
に
は
十
分
な
準
備
期
間
が
必
要
な
の
で
、
入
札
時
期

の
前
倒
し
を
お
願
い
し
た
い
。

都
の
対
応

　
総
合
評
価
方
式
を
適
用
す
る
案
件
の
準
備
契
約
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
の

予
算
の
仕
組
上
、
新
年
度
の
予
算
措
置
が
未
確
定
な
時
点
で
契
約
手
続
を
進
め

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
準
備
契
約
の
案
件
の
中
で
優
先
的
に
手
続
き
を
進
め
、

可
能
な
限
り
提
案
書
作
成
期
間
や
審
査
期
間
を
確
保
す
る
等
、
契
約
事
務
手
続

き
で
で
き
る
こ
と
は
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
所
管
部 
財
務
局
）

二　
十
分
な
予
算
の
措
置
並
び
に

　
　
最
低
制
限
価
格
等
を
導
入
す
る
場
合
の

　
　
協
議
に
つ
い
て

要
望
事
項

⑴　

予
算
の
積
算
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
度
の
落
札
金
額
を
次
年
度
の
予
定
価
格

の
参
考
に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
年
度
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
、
建
築
保
全

業
務
労
務
単
価
な
ど
、
最
新
の
単
価
に
基
づ
く
、
施
設
管
理
予
算
の
確
保
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
建
築
保
全
業
務
に
係
る
「
技
能
労
働
者
」
の
労
務
単
価
は
、
公
園
清

掃
等
の
委
託
単
価
だ
け
で
な
く
、
軽
作
業
員
、
設
備
機
械
工
に
も
「
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
」
と
同
じ
職
種
の
単
価
で
積
算
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
都
が
所
有
す
る
建
物
は
、
昭
和
40
年
代
及
び
平
成
一
桁
の
時
期
に
集
中
的
に

建
設
さ
れ
て
お
り
、
今
後
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
維
持
・
更
新
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
日
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
施
設
の

改
築
・
改
修
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
建
物
維
持
管
理
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
都
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
等
を
踏
ま

え
、
所
要
額
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
的
確
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
建
物
管
理
や
清
掃
委
託
な
ど
の
人
件
費
割
合
の
高
い
労
働
集
約
型
業

務
の
予
定
価
格
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
、
維
持
保

全
業
務
積
算
基
準
又
は
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
、
物
価
資
料
等
、
該
当
業
務

内
容
に
合
致
し
、
か
つ
、
客
観
性
の
あ
る
最
新
の
労
務
単
価
を
基
に
積
算
す
る

こ
と
を
庁
内
に
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

要
望
事
項

⑵　

予
定
価
格
の
積
算
に
当
た
っ
て
は
、
品
質
確
保
の
た
め
、
積
算
能
力
や
事
業

者
の
提
案
内
容
の
審
査
能
力
な
ど
を
一
層
向
上
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
最

低
賃
金
の
年
度
途
中
の
引
上
げ
等
も
見
込
ん
だ
適
正
な
予
定
価
格
を
設
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
旧
労
務
単
価
に
基
づ
き
積
算
し
契
約
し
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
新
労
務

単
価
へ
の
契
約
変
更
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
各
局
お
い
て
、
労
務
単
価
や
物
価
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
、
適
正
な
積
算
に
努
め
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
新
労
務
単
価
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
現
在
委
託
案
件
で
は
、
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
を
使
用
し
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
は
契
約
変
更
を
認
め
て

い
ま
す
が
、
他
案
件
へ
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

要
望
事
項

⑶　

業
務
委
託
入
札
に
最
低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
予
め
弊
協

会
と
十
分
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
技
術
カ
・
経
営
力
に
よ
る
競
争
を
損
ね
る

弊
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

都
の
対
応

　
最
低
制
限
価
格
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
具
体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん 

。
当
制
度
は
、
積
算
体
系
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
統

一
的
な
積
算
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
委
託
案
件
で
の
早
期
導
入
は
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

要
望
事
項

⑷　

労
働
集
約
型
業
務
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
人
件
費
割
合
は
85
％

程
度
と
言
わ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
人
手
不
足
の
な
か
、
安
定
し
た
業
務
の
品
質

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
最
低
制
限
価
格
は
予
定
価
格
の
85
％
以
上
で
設
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
最
低
制
限
価
格
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
具
体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が 

、
仮
に
導
入
す
る
場
合
に
は
、
営
業
種
目
ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え
、
標
準

的
な
積
算
体
系
の
構
築
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

三　
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加
資
格
の

　
　
審
査
に
つ
い
て

　

委
託
業
務
の
品
質
確
保
を
図
る
た
め
、
本
来
の
専
門
知
識
・
経
験
の
な
い
業
者
が

受
託
し
て
建
物
・
設
備
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
公
正
な
競
争

を
確
保
す
る
た
め
、
入
札
参
加
資
格
の
厳
格
な
審
査
及
び
履
行
状
況
の
評
価
が
必
要

で
す
。

要
望
事
項

⑴　

業
者
指
名
の
段
階
で
、
適
正
な
履
行
能
力
を
十
分
に
審
査
し
、
適
正
な
積
算

能
力
が
な
い
業
者
の
参
加
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
業
者
指
名
は
、
入
札
参
加
資
格
手
続
き
を
経
て
登
録
さ
れ
た
東
京
都
入
札
参

加
資
格
名
簿
の
登
録
業
者
の
中
か
ら
、
指
名
基
準
に
基
づ
き
、
発
注
契
約
の
内

容
に
適
し
た
専
業
性
及
び
技
術
的
適
性
、過
去
の
履
行
成
績
等
を
踏
ま
え
て
行
っ

て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

要
望
事
項

⑵　

入
札
参
加
の
際
に
は
、
入
札
金
額
の
根
拠
と
な
る
積
算
資
料
（
直
接
人
件
費
、

法
定
福
利
費
、
直
接
物
品
費
、
業
務
管
理
費
、
一
般
管
理
費
等
の
内
訳
）
の
提

出
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
都
が
発
注
す
る
委
託
等
の
案
件
に
つ
い
て
は
積
算
資
料
の
提
出
は
求
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
低
価
格
等
、
積
算
内
容
の
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

個
別
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）
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要
望
事
項

⑶　

業
者
指
名
段
階
あ
る
い
は
落
札
後
に
、
各
入
札
参
加
資
格
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
、
特
に
、
納
税
証
明
書
、
従
事
者
の
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
適
用
状
況
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
会
社
と
し
て
の
保
険

加
入
、
個
々
の
従
事
者
の
保
険
加
入
や
最
低
賃
金
の
遵
守
等
を
促
が
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
都
が
登
録
事
業
者
や
そ
の
従
業
員
全
て
の
加
入
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
険
の
加
入
対
策
は
、
国

の
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
加
入
者
へ
の
対
応
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
財
務
局
契
約
第
二
課
発
注
の
案
件
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
加
入
を
入
札
参
加
条
件
と
す
る
な
ど
、
加
入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）

 要
望
事
項

⑷　

総
合
評
価
案
件
以
外
で
も
、
事
業
者
の
技
術
力
、
経
営
力
等
に
つ
い
て
適
切

に
審
査
・
評
価
で
き
る
体
制
整
備
を
望
み
ま
す
。
適
切
な
追
加
調
査
を
実
施
し
、

履
行
確
保
の
た
め
に
積
算
内
訳
書
、
業
務
履
行
提
案
書
や
誓
約
書
の
提
示
を
求

め
る
な
ど
、
確
実
に
履
行
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
事
業
者
の
経
営
力
に
つ
い
て
は
、
資
格
審
査
時
に
年
間
総
売
上
高
、
自
己
資

本
額
な
ど
の
客
観
的
審
査
事
項
と
営
業
種
目
ご
と
の
売
上
高
に
よ
る
主
観
的
審

査
事
項
に
よ
り
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
技
術
力
な
ど
価
格
以
外
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
案
件
で
は
、

総
合
評
価
方
式
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

案
件
で
も
、
業
務
内
容
に
応
じ
て
、
入
札
参
加
に
必
要
と
な
る
条
件
を
付
す
こ

と
に
よ
り
、
適
正
な
履
行
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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要
望
事
項

⑸　

業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
評
価
結
果
の
一
般
へ
の
公
表
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
た
だ 

き
た
い
。

　
　

ま
た
、
履
行
評
価
Ａ
の
業
者
に
対
す
る
優
遇
措
償
を
行
う
と
と
も
に
履
行
不

良
な
業
者
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
の
入
札
参
加
か
ら
外
す
な
ど
の
措
置
を
お
願

い
し
た
い
。

都
の
対
応

　
業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
評
定
対
象
契
約
の
希
望

者
の
み
に
行
っ
て
い
た
評
価
結
果
の
通
知
を
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
全
受
託
者

に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
受
託
者
が
自
身
の
評
価
結
果
を
認

識
す
る
こ
と
が
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

評
価
結
果
の
一
般
へ
の
公
表
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
業
務
委
託
成
績
評
定
実
施
要
領
で
は
、
優
良
事
業
者
は
優
先
的
に
指

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
4
月
1
日
に
当
該
実
施
要

領
を
改
正
し
、
優
良
事
業
者
の
対
象
を
従
前
か
ら
の
「
Ａ
」
に
加
え
、「
Ｂ
」
ま

で
拡
大
し
、
よ
り
優
先
的
に
指
名
で
き
る
事
業
者
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
じ
優
良
事
業
者
で
あ
る
「
Ａ
」
と
「
Ｂ
」
と
の
間
に
お
い
て
も
、

優
遇
措
置
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
履
行
不
良
な
業
者
に
つ
い

て
も
、
入
札
参
加
か
ら
外
す
等
、
適
正
な
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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四　
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

　

入
札
・
契
約
制
度
に
お
い
て
、
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
改

革
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
事
項

⑴　

障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
を
一
年
で
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
が
、
障
害
者

屑
用
の
促
進
の
た
め
の
有
益
な
取
り
組
み
で
あ
る
の
で
、
復
活
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
の
際
、
障
害
者
雇
用
に
積
極
的
な
業
者
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
よ
う
、

対
象
と
な
る
等
級
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
は
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
を

入
札
参
加
要
件
と
し
、
一
部
の
業
務
委
託
案
件
を
対
象
に
、
平
成
28
年
度
準
備

契
約
に
お
い
て
試
行
実
施
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
趣
旨
を
引
き
継
ぎ
、
平
成 

29 • 

30
年
度
入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
か
ら
新
た
に
、
客
観
的
審
査
事
項
の
一

つ
と
し
て
障
害
者
実
雇
用
率
を
加
点
の
対
象
と
す
る
取
組
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
31 • 

32
年
度
定
期
受
付
及
び
現
在
行
っ
て
い
る
随
時
受
付
に

お
い
て
も
、引
き
続
き
障
害
者
実
雇
用
率
を
加
点
対
象
と
し
た
資
格
審
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

�
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管
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財
務
局
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要
望
事
項

⑵　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
の
際
の
審
査
事
項
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
4
月
か

ら
実
施
の
実
雇
用
率
2
・
2
％
以
上
は
雇
用
率
増
に
応
じ
て
、
段
階
的
に
加
点

す
る
仕
組
み
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
令
和
3
年
4
月
に
は
2
・
3
％

以
上
と
な
る
予
定
の
た
め
、
咋
年
の
要
望
の
回
答
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
更
な

る
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

都
の
対
応

　
現
行
の
資
格
審
査
で
は
、
雇
用
率
2
％
以
上
に
つ
い
て
5
点
加
算
し
て
い
ま

す
が
、
段
階
的
な
加
点
の
仕
組
み
の
新
設
や
、
加
点
対
象
と
な
る
雇
用
率
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
登
録
事
業
者
の
法
定
雇
用
率
達
成
状
況
等
を
勘
案
し

つ
つ
、
次
回
の
定
期
受
付
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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要
望
事
項

⑶　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
の
際
の
審
査
事
項
に
お
け
る
加
点
対
象
、
総
合
評

価
制
度
に
お
け
る
政
策
評
価
項
目
以
外
で
も
、
障
害
者
雇
用
率
が
加
点
要
素
と

な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
対
応

　
障
害
者
雇
用
率
に
関
す
る
加
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
札
参
加
資
格
受
付
時

の
資
格
審
査
に
お
い
て
引
き
続
き
採
用
す
る
と
と
も
に
、
総
合
評
価
方
式
の
さ

ら
な
る
推
進
を
通
じ
て
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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 要
望
事
項

⑷　

障
害
者
の
雇
用
と
就
労
の
場
を
拡
充
す
る
た
め
、
入
札
要
件
に
お
け
る
障
害

者
雇
用
率
に
加
え
て
、
障
害
者
の
就
労
を
明
記
す
る
案
件
の
新
設
等
に
つ
い
て

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

都
の
対
応

　
ご
要
望
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
障
害
者
雇
用
政
策
の
中
で
整
理
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
「
障
害
者
の
就
労
を
明
記
す
る
案

件
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、導
入
の
是
非
や
対
象  

案
件
の
抽
出
基
準
等
に
つ
い
て
、

障
害
者
雇
用
を
推
進
す
る
事
業
所
管
局
に
お
い
て
検
討
し
、
進
め
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ご
要
望
内
容
に
つ
い
て
関
係
局
と
共
有
し
、
緊

密
に
連
携
し
た
上
で
、 

契
約
制
度
面
で
の
協
力
を
行
っ
て
い
く
意
向
で
す
。

�

（
所
管
部 

財
務
局
）


	752-h1
	NT572-h2_h4-print_ol
	NT572_P1_5-print
	NT572_P6-15-print2
	NT572_P16-36-print2
	NT572-h1_h3-print_ol
	752-h4



